
(57)【要約】

【課題】洗剤をすばやく溶解させ洗浄力に優れたドラム

式洗濯機を提供する。

【解決手段】駆動モータ５で回転され略水平方向または

傾斜方向に回転軸を有する回転ドラム３と、回転ドラム

３を内包した外槽２と、洗剤を収納する洗剤ケース９と

、洗剤ケース９を介して外槽２内に給水する第１の給水

弁７と、回転ドラム３の前面開口部１６から回転ドラム

３の内部に向けて給水する第２の給水弁１３とを備え、

洗濯工程時の第１の所定水位よりも低い第２の所定水位

まで第１の給水弁７で給水した後回転ドラム３を第１の

所定回転速度で所定時間回転させ、その後第２の給水弁

１３で第１の所定水位まで給水し、洗濯工程を実行する

もので、外槽２内に洗剤と水が投入された状態で、回転

ドラム３を回転させるので、洗剤をすばやく溶解するこ

とができ、また、第２の給水手段１３で水を素早く洗濯

物に含ませる事ができ、早い段階でたたき洗いを実行す

ることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 し た 外
槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ と 、 洗 剤 を 収 納 す る 洗 剤 ケ ー ス と 、 前 記 洗
剤 ケ ー ス を 介 し て 前 記 外 槽 内 に 給 水 す る 第 １ の 給 水 手 段 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム の 前 面 開 口 部
か ら 前 記 回 転 ド ラ ム の 内 部 に 向 け て 給 水 す る 第 ２ の 給 水 手 段 と を 備 え 、 洗 濯 工 程 時 の 第 １
の 所 定 水 位 よ り も 低 い 第 ２ の 所 定 水 位 ま で 前 記 第 １ の 給 水 手 段 で 給 水 し た 後 、 前 記 回 転 ド
ラ ム を 第 １ の 所 定 回 転 速 度 で 所 定 時 間 回 転 さ せ 、 そ の 後 、 前 記 第 ２ の 給 水 手 段 に よ り 、 前
記 第 １ の 所 定 水 位 ま で 給 水 し 、 前 記 洗 濯 工 程 を 実 行 す る よ う に し た ド ラ ム 式 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ 】
第 ２ の 所 定 水 位 は 、 少 な く と も 回 転 ド ラ ム の 最 下 部 が 水 没 す る 程 度 の 低 い 水 位 と し た 請 求
項 １ に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 所 定 回 転 速 度 を 、 回 転 ド ラ ム の 内 周 壁 に 洗 濯 物 が 張 り 付 く 程 度 の 遠 心 力 が 得 ら れ る
回 転 速 度 と し た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ の 給 水 手 段 に よ り 回 転 ド ラ ム 内 に 給 水 し な が ら 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 第 ２ の 所 定 回 転 速
度 で 回 転 さ せ る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ５ 】
第 ２ の 所 定 回 転 速 度 を 、 回 転 ド ラ ム の 回 転 に よ り 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ た 洗 濯 物 が 遠 心 力 に
自 重 が 勝 る 高 さ 位 置 か ら 下 方 に 落 下 す る 程 度 の 回 転 速 度 と し た 請 求 項 ４ に 記 載 の ド ラ ム 式
洗 濯 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 槽 内 に 、 回 転 軸 方 向 が 水 平 方 向 も し く は 水 平 方 向 か ら 傾 斜 し た 方 向 で 回 転
自 在 に 支 持 さ れ た 回 転 ド ラ ム 内 で 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 等 の 工 程 を 行 う ド ラ ム 式 洗 濯 機 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 、 こ の 種 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 に つ い て 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 示 す る よ う に 、 ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 洗 濯 機 筐 体 ２ ６ 内 に 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 構 造 に よ っ て
支 持 さ れ た 外 槽 ２ ７ 内 と 、 外 槽 ２ ７ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 周 面 に 多 数 の 透 孔 ２ ８ が 形 成 さ
れ た 回 転 ド ラ ム ２ ９ が 配 設 さ れ て い る 。 回 転 ド ラ ム ２ ９ は 、 駆 動 モ ー タ ３ ０ に よ っ て 回 転
駆 動 さ れ る 。 洗 濯 機 筐 体 ２ ６ の 正 面 側 に 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 扉 体 ３ １ を 開 く こ と に よ り
外 槽 ２ ７ の 正 面 側 開 口 部 ２ ７ ａ 及 び 回 転 ド ラ ム ２ ９ の 正 面 側 開 口 部 ２ ９ ａ を 通 し て 洗 濯 物
を 回 転 ド ラ ム ２ ９ 内 か ら 出 し 入 れ す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 扉 体 ３ １ を 開 い て 回 転 ド ラ ム ２ ９ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し 、 洗 剤 を 投 入 し て 運 転 を 開 始
す る と 、 外 槽 ２ ７ 内 に 給 水 さ れ 、 給 水 さ れ た 水 は 透 孔 ２ ８ を 通 じ て 回 転 ド ラ ム ２ ９ 内 に も
侵 入 す る 。 駆 動 モ ー タ ３ ０ に よ り 回 転 ド ラ ム ２ ９ が 所 定 回 転 速 度 で 回 転 駆 動 さ れ る と 、 回
転 ド ラ ム ２ ９ に 収 容 さ れ た 洗 濯 物 は 、 回 転 ド ラ ム ２ ９ の 内 周 面 に 設 け ら れ た 撹 拌 突 起 ３ ２
に 引 っ 掛 け ら れ 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ ら れ 、 適 当 な 高 さ か ら 落 下 す る の で 、 洗 濯 物 に 叩 き 洗
い の 作 用 が 加 え ら れ て 洗 濯 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 洗 濯 工 程 の 後 、 汚 れ た 洗 濯 水 は 排 水 さ れ 、 新 た に 給 水 さ れ た 水 を 用 い て す す ぎ 工 程
が 実 施 さ れ 、 す す ぎ 工 程 が 終 了 す る と 回 転 ド ラ ム ２ ９ を 高 速 回 転 さ せ る 脱 水 工 程 が 実 施 さ
れ る 。 こ れ ら の 各 工 程 は 所 定 の 制 御 手 順 に 基 づ い て 自 動 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 構 成 は ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 一 般 的 な 構 成 で あ っ て 、 上 記 構 成 に 加 え て 洗 浄 性 能 を 向 上
さ せ る た め に 外 槽 内 に 給 水 さ れ た 水 を 汲 み 上 げ て 回 転 ド ラ ム 内 に 供 給 し 、 洗 濯 物 に 水 を 十
分 に 給 水 さ せ る こ と に よ り 洗 浄 力 を 高 め る よ う に し た も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ １ ５ ８ ９ ３ 号 公 報 （ 第 ３ ～ ５ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 で は 、 洗 剤 が 十 分 に 溶 解 さ れ な い ま ま
洗 濯 行 程 が 実 行 さ れ 、 ま た 洗 濯 物 が 十 分 水 分 を 含 ま な い 状 態 で た た き 洗 い に な ら な い ま ま
洗 濯 工 程 が 実 行 さ れ る の で 、 洗 浄 力 の 不 足 や 、 一 定 の 洗 浄 力 を 確 保 す る に は 洗 い に 時 間 が
か か る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 洗 浄 力 に 優 れ 、 洗 い 時 間 が 短 縮 で き る ド
ラ ム 式 洗 濯 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 は 、 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に
回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 し た 外 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転
さ せ る 駆 動 モ ー タ と 、 洗 剤 を 収 納 す る 洗 剤 ケ ー ス と 、 前 記 洗 剤 ケ ー ス を 介 し て 前 記 外 槽 内
に 給 水 す る 第 １ の 給 水 手 段 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム の 前 面 開 口 部 か ら 前 記 回 転 ド ラ ム の 内 部 に
向 け て 給 水 す る 第 ２ の 給 水 手 段 と を 備 え 、 洗 濯 工 程 時 の 第 １ の 所 定 水 位 よ り も 低 い 第 ２ の
所 定 水 位 ま で 前 記 第 １ の 給 水 手 段 で 給 水 し た 後 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 第 １ の 所 定 回 転 速 度 で
所 定 時 間 回 転 さ せ 、 そ の 後 、 前 記 第 ２ の 給 水 手 段 に よ り 、 前 記 第 １ の 所 定 水 位 ま で 給 水 し
、 前 記 洗 濯 工 程 を 実 行 す る よ う に し た も の で 、 外 槽 内 に 洗 剤 と 水 が 投 入 さ れ た 状 態 で 、 回
転 ド ラ ム を 回 転 さ せ る の で 、 洗 剤 を す ば や く 溶 解 す る こ と が で き 、 ま た 、 第 ２ の 給 水 手 段
で 回 転 ド ラ ム の 前 面 開 口 部 か ら 内 部 に 向 け て 給 水 す る の で 、 水 を 素 早 く 洗 濯 物 に 含 ま せ 、
早 い 段 階 で た た き 洗 い を 実 行 す る こ と が で き る の で 、 洗 浄 力 が 向 上 し 、 洗 い 時 間 が 短 縮 で
き る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 は 、 洗 剤 の 溶 解 ス ピ ー ド と 洗 濯 物 の 水 分 浸 透 ス ピ ー ド を 速 め る
こ と に よ り 、 洗 浄 力 を 向 上 さ せ 、 洗 い 時 間 が 短 縮 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 前 記 回 転 ド
ラ ム を 内 包 し た 外 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ と 、 洗 剤 を 収 納 す る 洗 剤
ケ ー ス と 、 前 記 洗 剤 ケ ー ス を 介 し て 前 記 外 槽 内 に 給 水 す る 第 １ の 給 水 手 段 と 、 前 記 回 転 ド
ラ ム の 前 面 開 口 部 か ら 前 記 回 転 ド ラ ム の 内 部 に 向 け て 給 水 す る 第 ２ の 給 水 手 段 と を 備 え 、
洗 濯 工 程 時 の 第 １ の 所 定 水 位 よ り も 低 い 第 ２ の 所 定 水 位 ま で 前 記 第 １ の 給 水 手 段 で 給 水 し
た 後 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 第 １ の 所 定 回 転 速 度 で 所 定 時 間 回 転 さ せ 、 そ の 後 、 前 記 第 ２ の 給
水 手 段 に よ り 、 前 記 第 １ の 所 定 水 位 ま で 給 水 し 、 前 記 洗 濯 工 程 を 実 行 す る よ う に し た も の
で 、 外 槽 内 に 洗 剤 と 水 が 投 入 さ れ た 状 態 で 、 回 転 ド ラ ム を 回 転 さ せ る の で 、 洗 剤 を す ば や
く 溶 解 す る こ と が で き 、 ま た 、 第 ２ の 給 水 手 段 で 回 転 ド ラ ム の 前 面 開 口 部 か ら 内 部 に 向 け
て 給 水 す る の で 、 水 を 素 早 く 洗 濯 物 に 含 ま せ 、 早 い 段 階 で た た き 洗 い を 実 行 す る こ と が で
き る の で 、 洗 浄 力 が 向 上 し 、 洗 い 時 間 が 短 縮 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 第 ２ の 所 定 水 位 は 、 少 な く と も 回 転 ド ラ ム の 最 下 部
が 水 没 す る 程 度 の 低 い 水 位 と し た も の で 、 回 転 ド ラ ム の 最 下 部 が 水 没 し た 状 態 で 、 回 転 ド
ラ ム を 回 転 さ せ る の で 、 水 流 が 起 こ り 、 洗 剤 を す ば や く 溶 解 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第
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２ の 所 定 水 位 が 低 い 分 、 ド ラ ム の 前 面 開 口 部 か ら ド ラ ム の 内 部 に 向 け て 給 水 さ れ る 水 量 が
増 え 、 洗 濯 物 が す ば や く 水 分 を 含 み 、 早 い 段 階 で た た き 洗 い を 実 行 す る こ と が で き 、 洗 浄
力 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 の 第 １ の 所 定 回 転 速 度 を 、 回 転 ド ラ ム の 内 周
壁 に 洗 濯 物 が 張 り 付 く 程 度 の 遠 心 力 が 得 ら れ る 回 転 速 度 と し た も の で 、 回 転 ド ラ ム の 早 い
回 転 速 度 に よ り 外 槽 内 に 給 水 さ れ た 水 に 早 い 水 流 を 発 生 さ せ 、 洗 剤 を 効 率 的 に 溶 解 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 第 ２ の 給 水 手 段 に よ り 回 転 ド ラ
ム 内 に 給 水 し な が ら 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 第 ２ の 所 定 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る よ う に し た も の
で 、 例 え ば 、 前 記 第 ２ の 所 定 回 転 速 度 を 前 記 回 転 ド ラ ム の 内 周 壁 に 洗 濯 物 が 遠 心 力 で 張 り
付 く こ と の 無 い 程 度 の 回 転 速 度 と す る と 、 給 水 中 に 洗 濯 物 の 位 置 が 入 れ 替 わ り 、 洗 濯 物 の
全 体 に 水 分 を 素 早 く 浸 透 さ せ る 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ４ の 発 明 の 第 ２ の 所 定 回 転 速 度 を 、 回 転 ド ラ ム の 回 転 に よ り 上
方 に 持 ち 上 げ ら れ た 洗 濯 物 が 遠 心 力 に 自 重 が 勝 る 高 さ 位 置 か ら 下 方 に 落 下 す る 程 度 の 回 転
速 度 と し た も の で 、 洗 濯 物 の 位 置 が 変 わ る よ う に 撹 拌 さ れ る の で 、 全 て の 洗 濯 物 に す ば や
く 水 分 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 断 面 図 、 図 ２ は 、 同 ド ラ ム
式 洗 濯 機 の 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 、 図 ３ は 、 同 制 御 装 置 に よ る 給 水 制 御 及 び 回 転
制 御 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 に お い て 、 ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 洗 濯 機 筐 体 １ 内 に は 、 図 示 し な い サ ス ペ ン シ ョ ン 構 造 に
よ っ て 外 槽 ２ が 斜 め 傾 斜 し た 状 態 に 支 持 さ れ 、 外 槽 ２ 内 に は 有 底 円 筒 形 に 形 成 さ れ た 回 転
ド ラ ム ３ が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 回 転 ド ラ ム ３ の 内 周 面 に は 複 数 位 置 に 撹 拌 突 起 ４
が 設 け ら れ て お り 、 回 転 ド ラ ム ３ は 、 外 槽 ２ の 背 面 に 取 り 付 け ら れ た 駆 動 モ ー タ ５ に よ っ
て 回 転 駆 動 さ れ る と 共 に 、 そ の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 が 変 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 洗 濯
機 筐 体 １ の 正 面 側 に は 、 開 閉 自 在 の 扉 体 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 給 水 手 段 で あ る 第 １ の 給 水 弁 ７ に は 、 第 １ 給 水 ホ ー ス ８ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 １
給 水 ホ ー ス ８ の 他 端 は 洗 剤 ９ ａ を 収 納 す る 洗 剤 ケ ー ス ９ に 接 続 さ れ 、 さ ら に 洗 剤 ケ ー ス ９
の 下 部 に 第 ２ 給 水 ホ ー ス １ ０ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ２ 給 水 ホ ー ス １ ０ の 他 端 が 外 槽 ２ に 接
続 さ れ て 、 外 槽 ２ 内 に 給 水 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 洗 剤 ケ ー ス ９ の 上 面 に は 、 、 第 １ 給 水 ホ ー ス ８ に 連 通 し 水 を シ ャ ワ ー 状 に 出 す 複 数 の 注
水 穴 １ １ が 設 け ら れ 、 注 水 穴 １ １ よ り 出 た シ ャ ワ ー 状 の 水 は 洗 剤 投 入 箱 １ ２ 上 の 洗 剤 ９ ａ
の 上 に 落 下 し 、 洗 剤 ９ ａ と と も に 外 槽 ２ 内 に 流 れ 落 ち る 。 第 ２ の 給 水 手 段 で あ る 第 ２ の 給
水 弁 １ ３ に は 、 第 ３ の 給 水 ホ ー ス １ ４ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ３ 給 水 ホ ー ス １ ４ の 他 端 は 、
注 水 口 金 部 １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 注 水 口 金 部 １ ５ は 回 転 ド ラ ム ２ の 前 面 開 口 部 １ ６ 方 向
へ 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 に は 、 さ ら に 外 槽 ２ 内 の 洗 濯 水 の 水 位 を 検 知 す る 水 位 検
知 手 段 １ ７ 、 外 槽 ２ 内 の 水 を 外 部 に 排 水 す る た め の 排 水 弁 １ ８ 、 洗 濯 工 程 か ら す す ぎ 工 程
及 び 脱 水 工 程 ま で の 運 転 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 １ ９ な ど が 配 設 さ れ 、 前 記 扉 体 ６ を 開 い
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て 回 転 ド ラ ム ３ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し 、 所 定 量 の 洗 剤 を 投 入 し て 洗 濯 開 始 操 作 を 行 う こ と に
よ り 、 前 記 制 御 装 置 １ ９ は 一 連 の 工 程 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 前 記 制 御 装 置 １ ９ の 構 成 を 示 す も の で 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 構 成 さ
れ た 制 御 手 段 ２ ０ を 備 え 、 制 御 手 段 ２ ０ は 、 設 定 手 段 ２ １ か ら 入 力 さ れ る 運 転 コ ー ス の 選
択 な ど の 設 定 入 力 に 応 じ て 、 記 憶 手 段 ２ ２ に 記 憶 さ れ た 制 御 プ ロ グ ラ ム を 用 い て パ ワ ー ス
イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ に 制 御 指 令 を 出 力 す る 。 パ ワ ー ス イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ は Ｓ Ｃ Ｒ 等 の ス
イ ッ チ ン グ 素 子 を 用 い て 構 成 さ れ 、 制 御 手 段 ２ ０ か ら 出 力 さ れ る 制 御 指 令 に 応 じ て 駆 動 モ
ー タ ５ 、 第 １ の 給 水 手 段 で あ る 第 １ の 給 水 弁 ７ 、 第 ２ の 給 水 手 段 で あ る 第 ２ の 給 水 弁 １ ３
、 排 水 弁 １ ８ な ど を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 こ の 制 御 装 置 １ ９ に よ る 制 御 動 作 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 扉 体 ６ を 開 い て 回 転 ド ラ ム ３ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し 、 洗 剤 ケ ー ス ９ 内 の 洗 剤 投 入 箱 １ ２ に
所 定 量 の 洗 剤 を 投 入 し て 電 源 ス イ ッ チ ２ ４ を Ｏ Ｎ し 、 洗 濯 機 筐 体 １ の 表 面 上 に 設 け ら れ た
操 作 パ ネ ル （ 図 示 せ ず ） に あ る 設 定 手 段 ２ １ か ら 洗 濯 物 の 種 類 に 応 じ て 運 転 コ ー ス を 選 択
入 力 し 、 運 転 開 始 の 入 力 を 行 う こ と に よ り 、 制 御 手 段 ２ ０ は 設 定 入 力 に 対 応 す る 制 御 プ ロ
グ ラ ム を 記 憶 手 段 ２ ２ か ら 読 み 出 し 、 制 御 手 順 に 応 じ た 制 御 動 作 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 最 初 に 、 制 御 手 段 ２ ０ は 、 回 転 ド ラ ム ３ を 回 転 さ せ て 布 量 検 知 手 段 ２ ５ で 洗 濯 物 の 量 を
検 知 す る 。 布 量 検 知 手 段 ２ ５ は 、 洗 濯 物 の 量 に 応 じ て 駆 動 モ ー タ ５ が 受 け る 負 荷 変 化 か ら
洗 濯 物 の 量 を 検 知 す る も の で 、 検 知 さ れ た 洗 濯 物 の 量 は 制 御 手 段 ２ ０ に 入 力 さ れ 、 記 憶 手
段 ２ ２ に 記 憶 さ れ る 。 洗 濯 工 程 時 で の 水 は 、 布 量 検 知 手 段 ２ ５ で 検 知 さ れ た 洗 濯 物 の 量 に
応 じ て 決 定 さ れ る 第 １ の 所 定 水 位 ま で 外 槽 ２ 内 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 洗 濯 工 程 の 初 め の 給 水 工 程 が 開 始 さ れ 、 給 水 工 程 で は 図 ３ に 示 す よ う な 給 水 制 御
と 回 転 ド ラ ム ３ の 回 転 制 御 と が 実 行 さ れ る 。 尚 、 図 ３ に 示 す 番 号 Ｗ １ 、 Ｗ ２ … は 給 水 制 御
の 手 順 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ … は 回 転 制 御 の 手 順 を 示 す ス テ ッ プ 番 号 で あ っ て 、 以 下 に 記 載 す る 番
号 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 、 制 御 手 段 ２ ０ は 、 第 １ の 給 水 手 段 で あ る 第 １ の 給 水 弁 ７ を 開 い て 外 槽 ２ 内 に 給 水
す る 制 御 指 令 を パ ワ ー ス イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ に 出 力 す る 。 こ の 制 御 動 作 に よ り 第 １ の 給 水
手 段 で あ る 第 １ の 給 水 弁 ７ が 開 か れ て 第 １ の 給 水 弁 に 接 続 さ れ た 第 １ 給 水 ホ ー ス ８ を 通 り
、 洗 剤 ケ ー ス ９ に 流 れ 込 み 、 洗 剤 ケ ー ス ９ の 上 面 に 設 け た 複 数 の 注 水 穴 １ １ を 通 り 、 シ ャ
ワ ー 状 に な っ て 洗 剤 投 入 箱 １ ２ 上 に 注 が れ 、 洗 剤 投 入 箱 １ ２ 上 の 洗 剤 ９ ａ は 、 こ の シ ャ ワ
ー 状 の 水 と と も に 流 れ 落 ち 、 洗 剤 ケ ー ス ９ の 下 部 に 接 続 し た 第 ２ 給 水 ホ ー ス １ ０ を 通 り 、
外 槽 ２ 内 に 流 れ 出 る （ Ｗ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 水 位 検 知 手 段 １ ７ で 、 洗 濯 工 程 時 の 第 １ の 所 定 水 位 よ り 低 い 第 ２ の 所 定 水 位 ま
で 水 が 供 給 さ れ た こ と を 検 知 す る と 、 制 御 指 令 を パ ワ ー ス イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ に 出 力 し 、
第 １ の 給 水 手 段 で あ る 第 １ の 給 水 弁 ７ が 閉 じ ら れ 給 水 は 停 止 さ れ る （ Ｗ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 制 御 手 段 ２ ０ は 、 駆 動 モ ー タ ５ に 第 １ の 所 定 回 転 速 度 で 回 転 ド ラ ム ３ を 回 転 駆 動
す る 制 御 指 令 を 出 力 す る の で 、 回 転 ド ラ ム ３ は 、 後 述 の 第 ２ の 所 定 回 転 速 度 よ り 早 い 第 １
の 所 定 回 転 速 度 で 回 転 駆 動 さ れ る （ Ｒ １ ） 。 第 １ の 所 定 回 転 速 度 は 、 回 転 ド ラ ム ３ の 回 転
に 伴 う 遠 心 力 に よ り 洗 濯 物 が 回 転 ド ラ ム ５ の 内 周 面 に 張 り 付 く 程 度 の 回 転 速 度 で 、 回 転 ド
ラ ム ３ の 直 径 が ５ ０ ０ ± ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る と き 、 ９ ０ ～ １ ４ ０ ｒ ／ ｍ ｉ ｎ 程 度 の 回 転 速
度 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 ま た 、 第 ２ の 所 定 水 位 を 、 回 転 ド ラ ム ３ の 最 下 部 が 水 没 す る 程 度 の 水 位 に す れ ば 、 早 い
第 １ の 所 定 回 転 速 度 で 回 転 ド ラ ム ３ が 回 転 駆 動 さ れ る こ と に よ り 、 外 槽 ２ 内 に 給 水 さ れ た
水 と 洗 剤 に 早 い 水 流 を 発 生 さ せ 、 洗 剤 を 効 率 的 に 、 し か も 素 早 く 溶 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 外 槽 ２ 内 の 洗 剤 が 、 十 分 に 溶 解 さ れ た 状 態 に な る 所 定 時 間 が 経 過 し た 後 （ Ｒ ２ ） 、 制 御
手 段 ２ ０ は 、 駆 動 モ ー タ ５ に 回 転 ド ラ ム ３ を 停 止 す る 制 御 指 令 を 出 力 す る の で 、 回 転 ド ラ
ム ３ は 停 止 す る （ Ｒ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 制 御 手 段 ２ ０ は 、 第 ２ の 給 水 手 段 で あ る 第 ２ の 給 水 弁 １ ３ を 開 い て 外 槽 ２ 内 に 給 水
す る 制 御 指 令 を パ ワ ー ス イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ に 出 力 す る と 同 時 に 、 回 転 ド ラ ム ３ を 第 ２ の
所 定 回 転 速 度 で 回 転 駆 動 す る 制 御 指 令 を パ ワ ー ス イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ に 出 力 す る 。 こ の 制
御 動 作 に よ り 第 ２ の 給 水 手 段 で あ る 第 ２ の 給 水 弁 １ ３ が 開 か れ て 、 第 ３ 給 水 ホ ー ス １ ４ を
通 り 、 注 水 口 金 部 １ ５ か ら 、 回 転 ド ラ ム ３ の 内 部 に 向 け て 給 水 さ れ る 。 ま た 、 こ の 給 水 と
併 行 し て 駆 動 モ ー タ ５ に よ り 回 転 ド ラ ム ３ が 第 ２ の 所 定 回 転 速 度 で 回 転 駆 動 さ れ る （ Ｒ ４
） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ の 所 定 回 転 速 度 は 、 回 転 ド ラ ム ３ 内 に 収 容 さ れ た 洗 濯 物 が 、 回 転 ド ラ ム ３ の 回 転 に
よ り 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ ら れ 、 回 転 に 伴 う 慣 性 や 遠 心 力 よ り も 自 重 が 勝 る 高 さ 位 置 に 移 動
し た と き 回 転 ド ラ ム ３ の 下 方 内 周 面 上 に 落 下 す る 挙 動 を 示 す 回 転 速 度 で あ る 。 こ の 第 ２ の
所 定 回 転 速 度 は 、 回 転 ド ラ ム ３ の 直 径 が ５ ０ ０ ± ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る と き 、 ３ ５ ± ５ ｒ ／
ｍ ｉ ｎ 程 度 の 回 転 速 度 で 、 こ の 回 転 速 度 に な る よ う に 駆 動 モ ー タ ５ を 回 転 制 御 す る こ と に
よ り 、 上 記 の よ う な 洗 濯 物 の 挙 動 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 回 転 ド ラ ム ３ の 内 周 面 に は 複 数 位 置 に 撹 拌 突 起 ４ が 設 け ら れ て お り 、 回 転 ド ラ ム ３ が 第
２ の 所 定 速 度 で 回 転 す る と 、 撹 拌 突 起 ４ は 回 転 ド ラ ム ３ の 内 周 面 に 接 す る 洗 濯 物 を 引 っ 掛
け て 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ る 。 洗 濯 物 は そ の 自 重 が 回 転 に 伴 う 慣 性 や 遠 心 力 に 勝 る 高 さ 位 置
ま で 持 ち 上 げ ら れ た と き 落 下 す る の で 、 回 転 ド ラ ム ３ 内 に 堆 積 す る 洗 濯 物 も 次 々 と 持 ち 上
げ ら れ て 移 動 し 、 上 方 か ら 落 下 す る の で 、 洗 濯 物 の 位 置 が 次 々 と 入 れ 替 わ り 、 注 水 口 金 部
１ ５ か ら 、 回 転 ド ラ ム ３ の 内 部 に 向 け て 給 水 さ れ る 水 分 が 、 全 て の 洗 濯 物 に す ば や く 供 給
さ れ る こ と と な る 。 ま た 、 水 分 を 含 ん だ 洗 濯 物 か ら 、 早 い 段 階 で た た き 洗 い を 実 行 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 給 水 さ れ た 外 槽 ２ 内 の 水 位 は 、 外 槽 ２ 内 に 設 け ら れ た 水 位 検 知 手 段 １ ７ に よ っ て 検 出 さ
れ 、 水 位 が 第 １ の 所 定 水 位 に な っ た と き （ Ｗ ５ ） 、 水 位 検 知 手 段 １ ７ は 検 知 出 力 を 制 御 手
段 ２ ０ に 入 力 す る の で 、 制 御 手 段 ２ ０ は 第 ２ の 給 水 手 段 で あ る 第 ２ の 給 水 弁 １ ３ を 閉 じ て
給 水 を 停 止 す る 制 御 指 令 を パ ワ ー ス イ ッ チ ン グ 手 段 ２ ３ に 出 力 し 、 給 水 は 停 止 さ れ る （ Ｗ
６ ） と 同 時 に 、 制 御 手 段 ２ ０ は 駆 動 モ ー タ ５ に 回 転 ド ラ ム ３ を 停 止 す る 制 御 指 令 を 出 力 す
る の で 、 回 転 ド ラ ム ３ は 停 止 す る （ Ｒ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 給 水 工 程 の 終 了 後 、 洗 濯 工 程 、 す す ぎ 工 程 、 脱 水 工 程 が 実 行 さ れ 全 工 程 が 終 了 す る 。 洗
濯 工 程 、 す す ぎ 工 程 及 び 脱 水 工 程 は 従 来 技 術 と 同 様 に 実 施 す る こ と が で き る の で 、 そ の 説
明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 第 ２ の 所 定 水 位 を 、 少 な く と も 回 転 ド ラ ム ３ の 最 下 部 が 水 没 す る 程 度 の 低 い 水 位
に す る こ と で 、 回 転 ド ラ ム ３ の 前 面 開 口 部 か ら 内 部 に 向 け て 給 水 さ れ る 水 量 が 増 え 、 洗 濯
物 が す ば や く 水 分 を 含 み 、 早 い 段 階 で た た き 洗 い を 実 行 す る こ と が で き 、 洗 浄 力 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 洗 濯 工 程 時 に 、 外 槽 ２ 内 に 水 を 供 給 す る 際 の 第 １ の 所 定 水
位 を 、 布 量 検 知 手 段 ２ ５ で 検 知 さ れ た 洗 濯 物 の 量 に 応 じ て 決 定 す る よ う に し た が 、 一 定 水
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位 で あ っ て も 、 複 数 の 水 位 を 洗 濯 物 の 量 、 例 え ば 、 多 め 、 少 な め で 使 用 者 が 選 択 す る 水 位
で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 回 転 ド ラ ム ３ を 傾 斜 配 置 し た 構 成 を 示 し た が 、 回 転 ド ラ ム ３ を 水 平 方
向 に 配 置 し た 場 合 に お い て も 、 回 転 ド ラ ム ３ の 回 転 速 度 を 変 更 す る こ と に よ り 同 様 の 効 果
を 得 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ド ラ ム 式 洗 濯 機 は 、 外 槽 内 に 洗 剤 と 水 が 投 入 さ れ た 状 態
で 、 回 転 ド ラ ム を 回 転 さ せ る の で 、 洗 剤 を す ば や く 溶 解 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 ド ラ ム
の 前 面 開 口 部 か ら 回 転 ド ラ ム の 内 部 に 向 け て 給 水 す る の で 、 洗 濯 物 が す ば や く 水 分 を 含 み
、 早 い 段 階 で た た き 洗 い を 実 行 す る こ と が で き る も の で 、 洗 濯 機 に 限 ら ず 、 粉 剤 や 粒 剤 を
液 体 に 溶 か し て 洗 浄 や 加 工 を 行 な う 各 種 機 器 、 装 置 に も 広 く 適 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 同 制 御 装 置 に よ る 給 水 制 御 及 び 回 転 制 御 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 従 来 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 　 洗 濯 機 筐 体
　 ２ 　 　 外 槽
　 ３ 　 　 回 転 ド ラ ム
　 ５ 　 　 駆 動 モ ー タ
　 ７ 　 　 第 １ の 給 水 手 段 （ 第 １ の 給 水 弁 ）
　 ９ 　 　 洗 剤 ケ ー ス
　 １ ３ 　 第 ２ の 給 水 手 段 （ 第 ２ の 給 水 弁 ）
　 １ ９ 　 制 御 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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